
図５　エポックＤスレッドミルの
　　　加工方法
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ね
じ
切
り
加
工
に
対
し
て

は
下
穴
な
し
で
ダ
イ
レ
ク
ト

に
ね
じ
切
り
加
工
が
で
き
る

「
エ
ポ
ッ
ク
Ｄ
ス
レ
ッ
ド
ミ

ル
」
を
紹
介
す
る
。
超
硬
タ

ッ
プ
で
も
高
硬
度
鋼
へ
の
ね

じ
切
り
加
工
は
可
能
で
は
あ

る
が
、
何
ら
か
の
原
因
で
折

損
し
て
穴
の
内
部
で
折
れ
込

ん
だ
場
合
、
工
具
を
除
去
す

る
の
は
非
常
に
大
変
で
リ
ス

ク
を
伴
う
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
回
避
す
る
た
め
に
、
底
刃

の
付
い
た
工
具
を
ヘ
リ
カ
ル

送
り
切
削
で
彫
り
込
む
こ
と

で
、
穴
加
工
と
ね
じ
切
り
加

工
を
同
時
に
行
う
の
が
「
エ

ポ
ッ
ク
Ｄ
ス
レ
ッ
ド
ミ
ル
」

で
あ
る
。
回
転
数
、
送
り
速

度
が
連
動
し
て
し
ま
う
タ
ッ

プ
に
比
べ
切
削
条
件
の
自
由

度
が
高
く
、
折
損
の
リ
ス
ク

を
大
幅
に
低
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
仮
に
工
具

が
折
損
し
て
も
、
ね
じ
寸
法

よ
り
工
具
径
が
小
さ
く
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
が
あ
る
の
で
工
具

が
除
去
で
き
な
く
な
る
リ
ス

ク
も
減
る
こ
と
に
な
る
。

　
図
５
に
そ
の
加
工
方
法
詳

細
を
示
す
。
穴
加
工
と
同
時

に
ね
じ
加
工
を
行
い
、
右
ね

じ
に
お
い
て
加
工
方
向
が
ダ

ウ
ン
カ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
に

工
具
は
左
刃
と
な
っ
て
お

り
、
通
常
と
逆
回
転
で
使
用

す
る
。
下
穴
加
工
と
ね
じ
切

り
加
工
が
１
工
程
で
で
き
る

の
で
、
加
工
工
程
短
縮
が
可

能
で
あ
る
。
冷
間
工
具
鋼
焼

き
入
れ
材
Ｓ
Ｋ
Ｄ

Ｈ

Ｒ
Ｃ

を
Ｄ
ス
レ
ッ
ド
ミ
ル

Ｅ
Ｄ
Ｔ
―
１
・

―

―
Ｔ

Ｈ
を
用
い
て
Ｍ

×
Ｐ
１
・

の
深
さ

の
ね
じ
切

り
加
工
を
し
た
結
果
、

カ

所
を
問
題
な
く
加
工
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
の

切
削
条
件
は
ｖ
ｃ
が
毎
分

、
ｖ
ｆ
は
毎
分
３
８
２

、
ｆ
ｚ
は
０
・

。

ね
じ
切
り
加
工
の
直
彫
り
化

は
他
の
工
具
に
比
べ
遅
れ
て

い
た
が
、
Ｄ
ス
レ
ッ
ド
ミ
ル

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
実

用
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
考

え
る
。

　

　

Ｈ
Ｒ
Ｃ
以
上
の
焼
き
入

れ
鋼
の
穴
加
工
用
に
は
当
社

は
「
エ
ポ
ッ
ク
ハ
ー
ド
ド
リ

ル
」
が
対
応
し
て
い
る
が
、

加
え
て

Ｈ
Ｒ
Ｃ
以
上
の
焼

き
入
れ
鋼
の
深
穴
が
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
で
加
工
で
き
る
「
高

硬
度
用
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
ボ
ー

ラ
ー
」
を
新
た
に
開
発
し

た
。
高
硬
度
鋼
を
対
象
に
工

具
剛
性
を
改
善
し
、
ね
じ
れ

角
を
弱
く
設
定
し
た
こ
と
で

刃
先
強
度
も
高
く
な
り
、
深

穴
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
工
具
径
６

を
用
い
て
、
被
削
材
ス
テ

ン
レ
ス
鋼
Ｓ
Ｕ
Ｓ
４
２
０
Ｊ

２
相
当
材

Ｈ
Ｒ
Ｃ

を

深
さ
１
８
０

ガ
イ
ド

穴

含
む

ま
で
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
で
加
工
し
た
と
こ

ろ
、
ｖ
ｃ
は
毎
分

、
１

回
転
当
た
り
送
り
量
ｆ
は

０
・

、
水
溶
性
内
部

給
油
使
用
に
て

穴
を
加
工

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
説
明
し

て
き
た
高
硬
度
鋼
直
彫
り
で

は
な
い
が
、
高
能
率
加
工
に

役
立
ち
コ
ス
ト
低
減
に
も
つ

な
が
る
新
商
品
を
紹
介
す

る
。
金
型
基
準
面
の
加
工
や

各
種
部
品
加
工
に
お
い
て
、

正
面
フ
ラ
イ
ス
加
工
は
、
単

純
で
あ
り
な
が
ら
ミ
ー
リ
ン

グ
の
う
ち
で
も
最
も
良
く
使

わ
れ
る
加
工
法
で
あ
る
。
こ

の
最
も
一
般
的
な
加
工
法

を
、
経
済
的
に
よ
り
高
能
率

に
行
う
目
的
で
開
発
さ
れ
た

の
が
「
ア
ル
フ
ァ
デ
ュ
ア
ル

フ
ェ
イ
ス
ミ
ル
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｆ
／

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
形
」
で
あ
る
。

　
デ
ュ
ア
ル
フ
ェ
イ
ス
ミ
ル

の
ボ
デ
ィ
ー
は
２
種
類
あ

る
。
高
送
り
タ
イ
プ
Ａ
Ｓ
Ｄ

Ｆ
形
の
最
大
軸
方
向
切
り
込

み
は
３

で
あ
り
、
主
に

高
送
り
加
工
に
対
応
し
て
い

る
。
そ
の
最
大
１
刃
送
り
量

は
２
・
５

で
あ

る
。
ま
た
、
高
切
り
込

み
タ
イ
プ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
形

は
最
大
軸
方
向
切
り
込

み
が

と
切
り
込

み
が
大
き
く
取
れ
る
カ

ッ
タ
ー
ボ
デ
ィ
ー
と
な

っ
て
い
る
。
イ
ン
サ
ー

ト
は
こ
れ
ら
二
つ
の
ボ

デ
ィ
ー
に
共
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

イ
ン
サ
ー
ト
の
管
理
が

し
や
す
く
な
っ
て
い

る
。

　
デ
ュ
ア
ル
フ
ェ
イ
ス
ミ
ル

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｆ
／
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
形
の

最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
名
が

示
す
通
り
イ
ン
サ
ー
ト
両
面

に
使
用
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
点

で
あ
る
。
使
用
コ
ー
ナ
ー
を

片
面
４
コ
ー
ナ
ー
設
け
た
の

で
、
両
面
で
８
コ
ー
ナ
ー
使

用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
１

個
の
イ
ン
サ
ー
ト
が
長
く
使

用
で
き
、
非
常
に
経
済
的
で

あ
る
。
ま
た
、
内
接
円
直
径

、
厚
さ
７

の
大

型
イ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
設
計

を
採
用
し
た
。
プ
リ
ハ
ー
ド

ン
鋼
、
焼
き
入
れ
鋼
の
切
削

に
も
イ
ン
サ
ー
ト
大
型
化
の

効
果
が
表
れ
、
切
削
初
期
に

突
発
的
な
欠
損
が
生
じ
に
く

い
。

　
イ
ン
サ
ー
ト
材
種
は
計
５

種
類
あ
り
、
多
種
多
様
な
被

削
材
種
に
対
応
し
て
い
る
。

例
を
挙
げ
る
と
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
に
は
Ｊ
Ｍ
４
０
６
０
を
、

鋳
鉄
系
に
は
Ｃ
Ｖ
Ｄ
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
材
種
の
Ｇ
Ｘ
２
１
２

０
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、

比
較
的
硬
い
鋼
材
向
け
に

は
、
プ
リ
ハ
ー
ド
ン
鋼
・
焼

き
入
れ
鋼

―

Ｈ
Ｒ

Ｃ

を
削
れ
る
材
種
Ｊ
Ｐ
４

０
２
０
が
あ
る
。

　
イ
ン
サ
ー
ト
材
種
Ｊ
Ｐ
４

０
２
０
は
プ
リ
ハ
ー
ド
ン
鋼

や
焼
き
入
れ
鋼
を
切
削
す
る

た
め
に
開
発
さ
れ
た
材
種
で

あ
る
。
最
近
は
ダ
イ
カ
ス
ト

金
型
用
鋼
な
ど
に
、
よ
り
難

削
性
の
材
料
も
増
え
て
き
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
鋼
種
も
対

象
と
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｐ
４
０

２
０
は
強
靭
性
の
母
材
を
採

用
し
、
皮
膜
組
織
も
耐
衝
撃

性
を
高
め
、
チ
ッ
ピ
ン
グ
や

欠
損
に
対
し
て
強
い
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
膜
と
な
っ
て
い
る
。

　
図
６
に
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｆ
形
・

工
具
外
径

、
イ
ン
サ

ー
ト
材
種
Ｊ
Ｐ
４
０
２
０

の
、
プ
リ
ハ
ー
ド
ン
鋼

―

Ｈ
Ｒ
Ｃ

に
対
す
る
工

具
寿
命
が
示
さ
れ
て
い
る
。

工
具
寿
命
判
定
を
イ
ン
サ
ー

ト
の
逃
げ
面
最
大
摩
耗
幅
が

０
・
３

に
達
し
た
と
す

る
と
、
１
コ
ー
ナ
ー
で

分

使
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

１
個
の
イ
ン
サ
ー
ト
に
は
８

コ
ー
ナ
ー
あ
る
の
で
、

分

×
８
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
サ
ー

ト
１
個
で
は
５
６
０
分
と
な

り
、
大
幅
な
工
具
コ
ス
ト
削

減
が
可
能
と
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
当
社
は
、

高
硬
度
鋼
を
切
削
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
加
工
工
程
を
変
え

て
い
く
こ
と
を
提
案
し
て
き

た
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
最
新

工
具
は
会
場
内
の
当
社
ブ
ー

ス
で
展
示
し
て
い
る
。


